
[ここに入力] 

粕谷和夫の観察日記より。おせち料理には黒豆が入っていますね。マメに暮らせるようにという意味があります。これ
は、多摩川の川原で撮ったヤブランの黒く輝いた実です。鳥たちもこの黒豆を食べてマメに暮らしてもらいたいです。 

皆さんからの原稿をお待ちしております。楽しかったこと、好きなこと何でも OK です。 

 

クレヨンハウスが吉祥寺に来た！！      

 児童書専門店「クレヨンハウス東京店」
がビルの老朽化に伴い表参道青山から
吉祥寺に移転しました（２０２２年１２
月１７日）。このお店は、落合恵子さん
が１９７６年に始めました。１９８６年
から表参道に。そして２０２２年１２月
に吉祥寺に来ました！絵本、安全な玩具、

ジェンダー関連の書籍、有機野菜や食材の販売。化粧品
から雑貨まで扱っています。また、レストラン「広場」
では、有機食材を使ったヘルシーで美味しい食事が出来
ます。 

 早速、年の初めに行ってきました。場所は、ネットで
検索すると分かると思いますが、吉祥寺の北口か西口を
出て、東急百貨店を過ぎてすぐに左に折れ、５０ｍほど
歩くと、クレヨンハウスのオリジナルロゴの猫が窓に大
きく貼ってあります。すぐ前に藤村女子高がありますの
で迷わずに行くことが出来ると思います。 

 この日は、開店１０分前（１１時開店）に
つきました。外で並んでいると、なんとそこ
に落合さんが店内を歩いていました。手を
振ると笑顔で「中に入って待ってて」と優し
い言葉。実は落合さんとは３０年前から知
り合いです。知る人ぞ知る「サマカレ」なら
ぬサマーカレッジで初めて親子参加しました。話せば長
くなるのでかいつまんで言うと、当時は、絵本作家や新
沢としひこさん中川ひろしさん、ケロポンズをはじめ、
時代を象徴する著名人を２泊３日朝から晩まで、ものす
ごーく濃密で素晴らしい人たちとの交流がありました。
この感動は言葉では言い表せません・・子供たちは、
ミュージカル劇をしたり、なんと、劇団四季の「ライオ
ンキング」を観賞し、自分たちでもんじゃ焼きを食べに
行ったりと冒険の数々でした。最後のフィナーレはその
ミュージカル歌を披露し感涙でした。 

その後、「夏の学校」になって大人だけの感動の時間
をずっと続けてきました。毎回この会に参加すると日本
全国の人と友達になります。いつも最前列の真ん中に席
を確保するぐらいに意欲的でした。そこでは友人がたく
さんできました。今思うと、１年間分の感動をもらって
仕事に励んでいました。オリンピックとコロナになって
中断していますが・・再開はいろいろとご苦労があるよ
うでした。また、原発やエネルギー問題に毎月ゲストを
呼んでの学習会があります。私は、ズー
ムで参加しています。コロナになってか
らは、このような参加も便利です。 

 今回は、レストランでのランチが目的
です。写真で見てください。ビュッフェ

で１５５０円。子供は安くなります。「どこよりもオー
ガニック」のコンセプトのもと旬の有機野菜をふんだん
に使った料理です。ケーキおばさんのケーキも絶品でし
た。２階には絵本があります。ほしかった絵本があった
ので買ってきました。落合さんに会えてなんだか心ウキ
ウキ。今年はたくさんの人と出会いたいなーとひそかに
思いました。皆さんも良かったら出かけてみませんか。 

  

粕谷和夫の観察日記  トモエガモ 

１２月の大相撲九州場所の優勝者は、
３力士による巴戦（ともえせん）にな
りました。「ともえ」とは湧いた水が、
渦を巻いて外側へ回る形の模様。と
もえ模様の顔のトモエガモが八王子

の長池公園に来ています。写真はともえ顔のオスとその
模様がないメスです。 

   トモエガモの名前の由来がよくわかりました。長池公
園には昨年も来ていたのがニュースになっていました。
模様に特徴のあるマモは覚えやすいです。 

 

ミコアイサとオオバン 

高月浄水場の池に野鳥のニューイヤー
カウントに行きました。ミコアイサの
ペア―にオオバンが新年のあいさつに
来たような光景に出合いました。 

   ミコアイサのオスは、サングラスをしたイケメンとい
う感じです。メスはも比較的派手な感じがします。渋谷
でぶらぶらしているカップルのようですね。オオバンは
地味な感じ。街中で出会ってどんなお話をしているので
しょうか。ミコアイサは、なかなか写真に収めるのが難
しいと書いてありましたので、貴重なショットだと思い
ました。 

 

紅葉台 新春もちつき ＆どんど焼き 

昨年に引き続き、今年も１月８日（日）に餅つ
きが行われました。餅つきは子供たちがつき
あがった餅を丸めてお供え餅を作るだけでし
たが、日本の伝統行事を体験出来てよかった
のではと思います。役員の皆さんは、前日から
準備してくださり、あとかたずけ迄本当に
お疲れさまでした。皆さんの協力があって
餅つきが出来たことに感謝いた
します！ 

また、恒例のどんど焼き。消防車
も待機する中、威勢よく火が付きあっという
間に燃え尽きました。無病息災！今年もいい
年になるよう願いたいものです。 

第６３号 
 

２０２３年 

２月４日 

発行人：関谷 孝 
紅葉台     新聞     


